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平成２３年３月定例会一般質問表    
 

                             ３．８、９、１０                           

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

１ 

５ 

 

番 

 

 

川 

 

合 

 

 

猛 

 

 

議 

 

員 

 

１．第１１回「山形ふるさとＣＭ大賞」受賞について 

 

（１）テレビでの全国放送、又東北各県でも１００回の放送

など観光客の増加による経済効果が見込まれると思い

ますが、どのように予想されておりますかお伺い致しま

す。 

 

（２）「幸せを呼ぶ３羽のうさぎ」にちなんだイベントの企

画等予定されておりますか。お伺い致します。 

 

２．南陽市結婚推進室について 

 

（１）現在迄何組が結ばれたのか、又今後の取り組みについ

てお伺い致します。 

 

（２）今後の活動にどのような課題があるのかお伺い致しま

す。 

 

３．赤湯温泉泊食分離型宿泊システムについて 

 

（１）システム導入以来何人の方が利用されたのかお伺い致

します。 

 

（２）当初６軒の旅館が加盟していたと思うが３軒の旅館が

離脱したと聞いている。なぜこうなったのか、又今後ど

のように取り組むのかお伺い致します。 

 

４．空家及び廃屋対策について 

 

（１）現在市内には何軒の空家及び廃屋がありますかお伺い

致します。 

 

（２）その中で、身内がいなく連絡の取れない物、又身内の

方がいても県外に住んでいるとか、さまざまなケースが

あると思いますが、どのようになっているのかお伺い致

します。 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 



 ２ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

２ 

１１ 

 

番 

 

 

松 

 

木 

 

新 

 

一 

 

 

議 

 

員 

 

１．日本一の教育を目指し、環境整備と教育内容の充実につ

いて 

 

（１）すべての学校で耐震性を確保し、いち早く安全宣言を

行います。としていますが、２３年度で漆山小学校耐震

化工事を行い耐震化１００％達成となります。２１年度

からはじめた耐震化、改築工事は地産地消を進めていま

すが、その結果、学校関連整備費の総額と南陽市内企業

の受注額と受注率はどのようになっているか。 

 

（２）「確かな学力」の育成を基本に、信頼される学校づく

りを目指します。 

   文武両道、質実剛健の児童、生徒を育てます。として

いますが、全国学力テストや全国体力テストで秋田県や

福井県の子どもが例年最上位ですが、それらをどのよう

に調査、研究し、参考にして教育行政に生かされました

か。また、南陽市はどのような位地にありますか。また、

２２年度は学力テストが３０％で実施されましたが、そ

れ以外の学校は、自主的な参加はされたのかどうか。 

 

（３）地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１

年法律第１６２号）の一部改正により、平成２０年４月

からすべての教育委員会は、毎年、その権限に属する事

務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとと

もに、公表しなければならないこととなりました。また、

教育委員会は点検及び評価を行うに当っては、教育に関

し学識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。

と規定されていますが、南陽市ではどのようにされてい

ますか。 

 

２．活力ある南陽市の実現について 

 

（１）人口問題や出生数の増加を意識した施策として、夢は

ぐくむ南陽、子育て応援定住交付金を新設し、子育て世 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

 

 

 

 



 ３ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

２ 

１１ 

 

番 

 

 

松 

 

木 

 

新 

 

一 

 

 

議 

 

員 

 

代の転入や定住に向けた新たな補助制度を新設すると

ともに、子育て応援団地構想についても、より具体化す

るよう成案を得てまいります。としていますが、その効

果はどのように見込んでいますか。 

 

（２）高齢者や障害をもった方々が、安心して暮らせる温か

いまちづくりを進めます。としていますが、現在、災害

時要援護者・避難支援プラン策定の進行状況は。また、

一人暮らしの高齢者の支援などに当たる民生委員の定

員われが進んでおり、昨年１２月改選で定員に届かず欠

員は、３５都道府県で５,３００人余となり、山形県では

定数２,９０８人に対して７５人の欠員があり充足率は

９７．４％だった。その後若干改善し２月２日現在で９

８．７％まであがったとの報道がありました。民生委員

の仕事は大変なご苦労がありますが、本市の状況はどう

か。 

 

３．文化とスポーツの振興について 

 

（１）マニフェストでは新「市民会館」建設構想に着手しま

す。施政方針では、２期目マニフェストの中で最大構想

となります「新文化会館」建設に向け、より具体化する

よう基金の積み増やしや候補地の検討などを行うとと

もに、市民レベルでも意識醸成を図り、願わくば文化フ

ォーラム等設立に向けた各層の盛り上がりを期待して

います。としていますが、市民憲章には、「教養を深め、

かおり高い文化のまちをつくります。」とうたわれてい

ます。現施設の老朽化や不備、駐車場の手狭等諸問題が

あります。芸術文化の鑑賞や発表の場の建設構想を是非

推進し、遠くない時機に建設すべきと思うがいかがか。

また、基金の状況はどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

 



 ４ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

３ 

６ 

 

番 

 

 

髙 

 

橋 

 

 

弘 

 

 

議 

 

員 

 

１．市政全般について 

 

（１）平成２３年度当初予算案について 

 

① 平成２３年度予算の主要施策の概要が示されたが本
年１月１７日豪雪対策連絡会議、又１月２８日に南陽市
豪雪対策本部が設置されました。ハウス、果樹の樹木、
家屋の被害も相当あると思われますが、予算案には出て

来ませんが、市としてどの様な対策を考えておられるの
か伺います。 

 

２．農業の振興について 

 

（１）南陽市以外の資本による、私有林の買収の状況は。 

 

① 外国資本による私有林の買収はあるのか。今までの買
収は、林野庁、国土交通省と連携して２００６年～２０
０９年に調査を行った。その結果北海道が２４件、兵庫
県が１件、計２５件５５８ｈａの森林が買収された実態

が浮かび上がった。又昨年は米沢市内の私有林１０ｈａ
が外国資本により買収された。この様に近年外国資本に
よる森林の買収が目立って来たが我南陽市の状況はど
うなのか伺います。 

 

② 南陽市以外の県外資本による私有林の買収の状況を
伺います。 

 

（２）県の里山再生行動計画について 

 

① みどり環境交付金事業を効率的にということで、県は

今年４月に、里山再生アクションプラン策定要領を制定
する方針とあるが、南陽市としての取り組みどの様に考
えておられるか伺います。 

 

３．市民福祉の充実 

 

（１）幼稚園、保育園の一体化について 

 

① 今、国でも幼保一体化の話は出て来ますが、なかなか
具体策は出されません。先頃山形市において一部の地域
ですが、幼、保、一体化の取り組みをすると言う報道が

ありました。我南陽市、幼、保、一体化の目途はあるの
か伺います。 

 

 
市  長 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

市  長 
関係課長 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

市  長 
関係課長 



 ５ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

４ 

１５ 

 

番 

 

 

佐 

 

藤 

 

 

明 

  

 

議 

 

員 

 

１．来年度の予算編成と施政方針について 

  

（１）雇用問題について 

 

① 雇用の実態と失業者数は。 

 

② 国、県の緊急雇用対策はどのように具体化されたのか。 

 

③ 施政方針でも、雇用情勢は一層深刻化を増しており、

引き続き取り組まなければならない喫緊の課題である

と指摘しておりますが具体的にどのように対策を考え

ておられるか。 

 

（２）社会保障について 

 

① 新しい高齢者医療制度について高齢者医療制度改革

会議報告が出されましたがどのような内容なのか。 

 

② 政府は、２０１２年度の制度改定にむけ、現在おこな

われている国会に介護保険「改正」法案を提出する予定

です。１１年度予算案は、法改正がめざす「地域包括ケ

ア」推進をスローガンに掲げていますが、その実際は「す

みなれた地域で安心な介護」の呼び声とはほど遠い中身

と言わざるをえません。６５才以上の保険料は、市町村

が３年毎に改定しますが、厚労省は昨年１１月１９日社

会保障審議会介護保険部会で１２年～１４年度の６５

才以上の保険料大幅に値上げになると言われておりま

すがどの程度の値上げになるのか。 

 

③ 制度改定の根幹「地域包括ケア」の具体化はどのよう

な内容か。 

 

④ 認知症対策は。 

 

⑤ 市の待機者は何名おられるか。 

 

 

 

市  長 

 



 ６ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

４ 

１５ 

 

番 

 

 

佐 

 

藤 

 

 

明 

  

 

議 

 

員 

 

（３）中、小企業（商工業）対策について 

    

１０年９月１０日に閣議認定された「新成長戦略実現

に向けた三段構えの経済対策」では、中小企業対策を「経

済危機対応・地域活性化予備費の活用」、「補正予算での

対応」、「来年度予算」の三ステップで講じるとしていま

す。１１年度予算案は、いうなればジャンプ台の役割を

果たすもの、とされています。菅政権発足直後の１０年

６月には、中小企業憲章が閣議決定され、この憲章では、

「中小企業は、経済を牽引する力があり、社会の主役で

ある」と中小企業の役割を高く評価し、「国の総力を挙

げて」中小企業を励まし、支え、どんな問題も中小企業

の立場で考えていくと、今後の施策の方向性をしめして

います。長期不況、内需不振、原材料高騰、資金繰り難

など、多くの困難に直面しながらも、多くの中小企業は

必死で営業をつづけながら、地域経済と雇用を守ってい

ます。中小企業憲章制定後初めて編成された来年度予算

案は、「仕事と資金を」の切実な声にこたえるものとな

っているのか非常に疑問であります。中小企業（商工業）

対策について 

 

① 地元商工業の振興策、支援策はどのように考えておら

れるか。 

 

② 「空き店舗」対策は。 

 

（４）「新文化会館」の建設について 

 

① 時期はいつ頃になるのか。 

 

② 場所等の検討は。 

 

③ 基金と財政は。 

 

 

 

 



 ７ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

５ 

２ 

 

番 

 

 

片 

 

平 

 

志 

 

朗 

 

 

議 

 

員 

 
１．住宅用火災警報機設置義務化について 
  

近年、全国的に住宅火災による死者が急増しています。
特に犠牲者の大半が６５歳をこえる高齢者となっており
ます。特に発見が遅れ、逃げ遅れることが原因で犠牲者が
発生するケースが増加の一途をたどっております。 
そのため、消防庁は住宅用火災警報機の設置を２００６

年（平成１８年）６月より新築住宅に義務付けしました。

さらに既存住宅に於いても２０１１年６月（平成２３年６
月）より全ての住宅が対象となります。しかしながら総務
省消防庁の調査では住宅用火災警報機の設置の普及率は
昨年１２月までは全国平均６３．６％であり、山形県では
４９．４％と４７都道府県中３９位と低い状況にありま
す。住宅用火災警報機の設置により火災による死者が３分
の１に減尐している事からその効果が実証されています。
特に既存住宅にたいする普及の促進を図っていく必要が
あります。 
以上の事から、次の点について質問します。 

 

（１）台所を設置義務箇所とせず推奨箇所とした理由は。 
 
（２）当市の住宅用火災警報機普及状況は。 
 
（３）今後の普及対策は。 
                                          
２．成年後見人の養成と制度の活用を。 
 

２０００年（平成１２年）に創設された成年後見制度は
精神上の障害（知的障害・精神障害・痴呆など）により、
判断能力が十分でない人が不利益を被らないように家庭裁

判所に申立てをして、その人を援助してくれる人を付けて
もらう制度であります。 
通常は高齢者の親族が家庭裁判所に後見人を立てるよ

う申し立てをしますが、身内がいない場合などは市町村長
が申し立てを行い、弁護士や司法書士などが後見人となる
ケースが多いとされております。しかしながら全国では痴
呆高齢者が推定で２００万人いると言われており、後見人
の受け皿不足が問題となっております。そこで厚生労働省
は来年４月より後見活動が適正にできる人材の育成などを
都道府県や市町村に対して努力義務化する規定を老人福祉
法に設け、制度の利用促進を図る方針を打ち出しておりま

す。 
 

 
市  長 
関係課長 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

市  長 
関係課長 



 ８ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

５ 

２ 

番 

 

片 

平 

志 

朗 

 

議 

員 

 

以上の観点から次の点について質問します。 

 

（１）市長による申し立て件数は。（過去３年程度） 

 

（２）市内に後見人が必要と思われる人はどの程度いるの

か。 

 

（３）厚生労働省の市民後見人の養成制度に対する市の考え

方は。 

 

 

 

６ 

１ 

番 

 

 

白 

 

鳥 

 

雅 

 

巳 

 

 

議 

 

員 

 

１．本市に於ける今後の観光戦略について 

 

（１）ＣＭ大賞を受賞した事で、このチャンスをどの様に捉

え、県内外に本市をアピールしていくのか伺います。 

 

（２）菊まつり会場が双松公園から中央花公園に変更される

事により、祭り開催期間中の体育館や周辺施設利用者へ

の影響はどうか伺います。 

 

（３）国内各自治体でも観光資源を有効に活用、宣伝を行な

い、地場産業の活性化のひとつとして力を入れておりま

すが、自治体においては、埋もれた観光資源の発掘や環

境整備などにもさらに力を入れるべきと思うがその考

えは。 

 

① 観光資源を整備した上で、案内ボランティアを育成

し、本市の主だった施設や市の沿革などの紹介を「から

ころ館」を拠点にしての取り組みが出来ないか。 

 

② 本市において、観光スポットが分散している現状であ

るが、その位置を紹介する案内マップや掲示板などの作

成、設置が出来ないか。（出来れば外国語記入を含めて） 

 

 

 

市  長

関係課長 



 ９ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

６ 

１ 

番 

 

 

白 

 

鳥 

 

雅 

 

巳 

 

 

議 

 

員 

 

（４）今後さらに姉妹都市や友好都市などの提携計画はない

か伺います。 

 

① 本市をアピールする意味と他都市の良い所を参考に

し、物産や観光開発にも役立つかと思うが。 

 

２．本市における建設業の衰退懸念について 

 

（１）地方における建設業は社会基盤の守り手であると同時

に、貴重な雇用の受け皿であり、地域経済底上げのひと

つであると思うが、その観点から、地元業者の育成や雇

用との課題について市長の考えを伺います。 

 

（２）公共事業の予算縮尐を受けて、工事量の減尐で建設業

にとっては厳しい状況となり、地域の安全、安心を確保

する担い手が消えていき、「災害発生時の対応力」が揺

らいでいく懸念がありますが市長の考えを伺います。 

 

① 地元企業を育てる意味において細かな配慮、即ちイン

フラ整備各地区からの要望に出来るだけ対応していた

だきたいが今後、市の予算編成についてその様な考えは

ないか伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 



 １０ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

７ 

７ 

 

番 

 

 

板 

 

垣 

 

致 

江 

子 

  

 

議 

 

員 

 

１．市政全般 

平成２３年度 施政方針の施策について 

 

（１）教育のまちづくり 

 

「確かな未来へ 夢はぐくむまち 南陽」の実現へは人

づくり教育などの人材育成が最大の手段であるとの市長

のお考えですが、 

 

① 中央公民館を中心とした地域公民館も重要な役割を

果たしてきたと思う。今回４人の館長代理が退職の予定

だとお聞きしている。１名しか募集していないがどうい

うことかお伺いします。 

 

（２）産業のまちづくりについて 

 

① 地域資源を生かした新たな産業のブランド化を目指

し、戦略的行政課題に取り組むとし「南陽ブランド推進

課」を新規設置されるが、まず第一にどのような事に力

を入れていくのか。 

 

② 南陽の原風景の１つでもある白竜湖の景観保全は市

としてもできることはやるべきと考えるが。市長のお考

えは。 

 

（３）健康のまちづくりについて 

 

① 市民の森整備について 

平成１０年市民の森整備基本構想ができあがってい

るが、現在まで手つかずの状態であります。 

企業の森づくりと並行して整備すべきではないか、お

伺いします。 

 

 

 

市  長 



 １１ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

８ 

３ 

 

番 

 

 

吉 

 

田 

 

美 

 

枝 

 

 

議 

 

員 

 

１．仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

について 

 

（１）これまで３０１人以上の企業が対象とされていた一般

事業主行動計画の策定と従業員への周知が今年４月１

日以降１０１人以上３００人以下の企業も義務化の対

象とされます。 

 

① 市内企業の行動計画策定の現況は。 

 

② 市内企業に対し、どのような働きかけをされておられ

るか、また今後の推進方針を伺います。 

 

（２）市内保育園の機能分担制は、ワーク・ライフ・バラン

スから離脱していると思えるが、その対策をどのように

考えておられるのか伺います。 

 

２．安心・安全なまちづくりの推進について 

 

（１）災害時要援護者支援の個別計画の進捗状況は。 

 

（２）災害、緊急時の通報システムの整備はどうなっている

か伺います。 

 

３．「教育日本一」に向けた取り組みについて 

 

（１）食農教育の充実を掲げているが、その具体的取り組み

について伺います。 

 

（２）未来を担う人材育成のためにも、市内中・高生の尐年

議会を提言します。 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 


